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学校における
地震・津波に関する防災教育

東京学芸大学教授 渡邉正樹



東日本大震災以降の
学校防災に関わる国の動向

平成23年7月 「東日本大震災の被害を踏まえた学
校施設の整備について」緊急提言

平成23年9月 「東日本大震災を受けた防災教育・
防災管理等に関する有識者会議」中間とりまとめ

平成24年3月 「学校防災マニュアル作成の手引き」
平成24年4月 「学校安全の推進に関する計画 」
平成24年7月有識者会議最終報告
平成25年3月 「学校防災のための参考資料「生きる
力」をはぐくむ防災教育の展開」

平成26年11月中教審「学校における安全教育の充
実について（審議のまとめ）」
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地震・津波の発生は防げない
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ハザード リスク
被害発生の

確率を低下
させる

ハザード対策には限界があるが，リスク対策
（適切な避難）で人的被害を減らすことが可能



安全指導の内容（文科省調査Ｈ25年度末）

防災教育の実施はどの校種も良好

Ｈ23年度調査よりも改善がみられた 4



津波避難訓練（文科省調査Ｈ25年度末）
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「東日本大震災を受けた防災教育・防災管理等に関
する有識者会議」中間とりまとめ（2011年） より

２．今後の防災教育・防災管理等の考え
方と施策の方向性

（１）防災教育

①自らの危険を予測し，回避する能力を
高める防災教育の推進

②支援者としての視点から，安全で安心
な社会づくりに貢献する意識を高める防
災教育の推進
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災害発生時に、自ら危険を予測し、回避
するためには、自然災害に関する知識を
身に付けるとともに、習得した知識に基づ
いて的確に判断し、迅速な行動を取ること
が必要である。

その力を身に付けるには、日常生活にお
いても状況を判断し、最善を尽くそうとす
る「主体的に行動する態度」を育成する必
要がある。
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適切な避難行動をとるためには
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知識の習得 的確な判断 迅速な行動

主体的に行動する
態度

渡邉正樹「今，はじめよう！新しい防災教育」（2013年）光文書院より



避難訓練の考え方

東日本大震災以降，学校の特別活動等にお
ける避難訓練では，児童生徒等が自ら主体的
に危険を回避して避難する実践的な取組が行
われるようになってきた。

学校においては，教職員が主体となる避難訓
練と児童生徒等の学習として行う防災活動の
趣旨や目的を理解することが必要である。

中央教育審議会スポーツ・青少年分科会学校安全部会：学校
における安全教育の充実について（審議のまとめ）2014
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東日本大震災時に
防災訓練が役立たなかったケース
東日本大震災における学校等の対応等に関する調査研究

（文部科学省，2012）

通常の学習時間しか想定していなかった。

停電で放送機器が使えず、避難誘導できなかった。

通信網が遮断され、安否確認ができなかった。

生徒の引き渡しに時間を要した。

避難所の開設訓練を行っていなかった。

避難所運営と安否確認を同時に行わざるをえず、混乱
が生じた。
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フジテレビ「とくダネ！」
で行った危険予測・回避
の実験（2011）より

子どもたちは，机がない
と避難行動がとれない‼
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これからの避難訓練
学校防災マニュアル作成の手引き（2012）
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危険予測・回避の学習内容
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危険予測 危険回避

知識の習得
危険な場所，危険な行
為，危険な状況変化に
関する知識

危険の回避方法に関
する知識

適切な判断

（思考力・判断
力）

危険なもの（事）は何か
どのような危険が発生
するのか

もっとも適切な危険回
避は何か

渡邉正樹「今，はじめよう！新しい防災教育」（2013年）光文書院より

従来は，「危険の回避方法に関する知識」のみの
学習だった。



適切な避難行動を妨げるもの
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知識の習得 的確な判断 迅速な行動

主体的に行動する
態度

正常性バイアス
同調性バイアス

渡邉正樹「今，はじめよう！新しい
防災教育」（2013年）光文書院より



教科等の連携を踏まえた指導

教科（普遍的な内容）と特別活動・総合的な学
習の時間（地域性を考慮した内容）をつなぐ。

知識の習得 → 知識の活用

校外学習等で防災教育を実施する。

例：臨海学校の中で津波避難訓練を学ぶ。
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地域との連携

防災教育の効果的な推進には地域との連
携が不可欠である。各地域の地名には，過去
の災害教訓を踏まえたものも少なくない。代々
語り継がれてきた災害教訓等の地域教材の活
用は，児童生徒等の意欲の向上につながり効
果的である。
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優れた実践から学ぶ
「防災教育チャレンジプラン」

7/7/2015 17



文部科学省：学校防災のため
の参考資料 「生きる力」を育
む防災教育の展開，2013
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防災教育の目標

ア 自然災害等の現状、原因及び減災等について理
解を深め、現在及び将来に直面する災害に対して、的
確な思考・判断に基づく適切な意志決定や行動選択
ができるようにする。

イ 地震、台風の発生等に伴う危険を理解・予測し、自
らの安全を確保するための行動ができるようにすると
ともに、日常的な備えができるようにする。

ウ 自他の生命を尊重し、安全で安心な社会づくりの
重要性を認識して、学校、家庭及び地域社会の安全
活動に進んで参加・協力し、貢献できるようにする。
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文部科学省：学校防災のための参考資料 「生きる力」を育む防災教育の展開，2013



自助を基盤として，
共助・公助を学ぶ

自らの命を守る自助とともに，自らが進んで安
全で安心な社会づくりに参加し，貢献できる力
を身に付けるための共助，公助に関する教育も
重要であり，家族，地域，社会全体を見渡し，
安全で安心な社会づくりに参画し，他の人も含
め安全で幸せに暮らしていく社会づくりを目指
す安全教育を充実させていく必要がある。
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中教審「学校における安全教育の充実について（審議のまとめ）」（2014）より



これからの防災教育では

様々な場面で，どのような危険が想定されるか，
もし災害等が発生したらどのように身を守るか，

想像力を働かせる学習を！
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